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はじめにはじめにはじめにはじめに

Oracle Voicemail & Fax を使用すると、どの電話または携帯電話からでも自分宛のメッセー
ジにアクセスできます。テレフォニ・インタフェースを使用し、ボイスメール・メッセージ
を聞くことができます。さらに、ボイスメール・メッセージに返信したり、メッセージを他
の Oracle Collaboration Suite ユーザーに転送できます。また、Oracle Voicemail & Fax は新
規の電子メールおよび FAX メッセージを受信すると、アラートで通知します。

このマニュアルは、次のように構成されています。

� 第 1 章「ボイスメール・メッセージへのアクセス」

� 第 2 章「新規ボイスメール・メッセージを聞く」

� 第 3 章「保存済（以前に聞いた）ボイスメール・メッセージを聞く」

� 第 4 章「新規ボイスメール・メッセージの送信」

� 第 5 章「個人オプションの設定」

� 第 6 章「ボイスメール・クイック・リファレンス」

注意注意注意注意 : このマニュアルで説明されているメニュー・キーは、すべてデフォル
ト設定によるものです。ご使用のシステムでは、これとは構成が異なる場合
があります。
iii
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ボイスメール・メッセージへのアクセ
1

ボイスメール・メッセージへのアクセスボイスメール・メッセージへのアクセスボイスメール・メッセージへのアクセスボイスメール・メッセージへのアクセス

電話または携帯電話からメッセージ・ストアにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. システム管理者が指定したアクセス番号をダイアルします。

2. 入力を求められたら、電話のキーパッドを使用して、Oracle Collaboration Suite メール
ボックス番号、続いて「#」キーを入力します。

3. 入力を求められたら、電話のキーパッドを使用して、パスワード（数字）、続いて「#」
キーを入力します。

認証された後、新規のボイスメール・メッセージや、保存済または以前に聞いたメッセージ
をもう一度聞いたり、新規メッセージの送信、応答メッセージの設定またはオプションの変
更を実行できます。メイン・メニューが流れます。

ボイスメールの使用中、次のメニュー・コマンドをいつでも使用できます。

� オペレータと話をするには「0」を押します。

� メニューを繰り返すには「9」を押します。

� 前のメニューに戻るか、セッションを終了するには、「*」を押します。

注意注意注意注意 : 完全な国際電話番号、またはシステムによって構成された短縮内線番
号を入力できます。

注意注意注意注意 : プロンプトの終了前でも情報を入力できます。
ス 1-1



図 1-1 に、Oracle Voicemail & Fax のメイン・メニューの概要図を示します。図中、各ボッ
クス内の番号またはアスタリスク（*）は、順に選択していく中で特定のオプションを選択
する際に押すキーを示します。

図図図図 1-1 Oracle Voicemail & Fax のメイン・メニューの概要図のメイン・メニューの概要図のメイン・メニューの概要図のメイン・メニューの概要図

次の各章で、図 1-1 の詳細について説明します。

注意注意注意注意 : メール・ストアが割当て制限を超過すると、「No new messages will 
be delivered to your INBOX unless space usage is below quota. Please 
expunge and delete messages from your account to reduce space usage.」とい
うプロンプトが流れます。割当て制限を調べるには、Web メール・クライア
ントにログインし、「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」タブに移動します。
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新規ボイスメール・メッセージを聞
2

新規ボイスメール・メッセージを聞く新規ボイスメール・メッセージを聞く新規ボイスメール・メッセージを聞く新規ボイスメール・メッセージを聞く

新規ボイスメール・メッセージを聞くには、メイン・メニューから、電話のキーパッドの
「1」を押します。

メッセージを聞いている間、次のことを実行できます。

� メッセージを 10 秒早送りするには「5」を押します。

� メッセージを最後まで早送りするには「6」を押します。

メッセージを聞いた後、いくつかのオプションがあります。

� 次の新規ボイスメール・メッセージを再生するには「1」を押します。

� メッセージに返信するには「3」を押し、次の手順を実行します。

ボイスメール・メッセージに返信するには、次の手順を実行します。

1. 返信を録音し、「#」キーを押します。

2. 次のオプションから選択します。

– 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

– 通常の配信でメッセージを送信するには「4」を押します。

– 優先度の高いメッセージとしてメッセージを送信するには「5」を押します。

注意注意注意注意 : 優先度の高いメッセージとしてマーク付けされたメッセージは、通常
のメッセージの前に再生されます。

注意注意注意注意 : 同じシステム上の別の Oracle Collaboration Suite ユーザーからの
メッセージに対してのみ返信できます。
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– 別の Oracle Collaboration Suite ユーザーを返信の宛先に指定するには「7」を
押します。

� メッセージを転送するには「4」を押します。

ボイスメール・メッセージを転送するには、次の手順を実行します。

1. 転送するメッセージとともに送信するメッセージを録音し、「#」キーを押します。

2. 次のオプションから選択します。

– 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

– メッセージに宛先を指定するには「2」を押します。

メッセージ転送先の Oracle Collaboration Suite ユーザーのメールボックス番号
を入力し、「#」キーを押します。

別の Oracle Collaboration Suite ユーザーをメッセージの宛先に指定するには
「1」、終了するには「2」を押します。

– 通常の配信でメッセージを送信するには「4」を押します。

– 優先度の高いメッセージとしてメッセージを送信するには「5」を押します。

� メッセージをメッセージ・ストアから削除するには「7」を押します。

� 他のオプションを選択するには「8」を押します。

他のオプションには、次のものがあります。

– ヘッダー情報を聞くには「1」を押します。ヘッダーに含まれている情報は、発信
元およびメッセージ受信時刻です。ヘッダー情報を早送りするには「6」を押しま
す。

– 最初のメニューに戻るには「8」を押します。

注意注意注意注意 : 同じシステム上の別の Oracle Collaboration Suite ユーザーに対して
のみメッセージを転送できます。

注意注意注意注意 : 完全な国際電話番号、またはシステムによって構成された短縮内線番
号を入力できます。
2-2　Oracle Collaboration Suite Oracle Voicemail & FAX 利用ガイド



保存済（以前に聞いた）ボイスメール・メ
3

保存済（以前に聞いた）ボイスメール・保存済（以前に聞いた）ボイスメール・保存済（以前に聞いた）ボイスメール・保存済（以前に聞いた）ボイスメール・

メッセージを聞くメッセージを聞くメッセージを聞くメッセージを聞く

保存済（以前に聞いた）ボイスメール・メッセージをもう一度聞くには、メイン・メニュー
から、電話のキーパッドの「3」を押します。

メッセージを聞いている間、次のことを実行できます。

� メッセージを 10 秒早送りするには「5」を押します。

� メッセージを最後まで早送りするには「6」を押します。

メッセージを聞いた後、いくつかのオプションがあります。

� メッセージをメッセージ・ストアから削除するには「7」を押します。

� 次の保存済ボイスメール・メッセージを再生するには「1」を押します。

� メッセージに返信するには「3」を押します。

ボイスメール・メッセージに返信するには、次の手順を実行します。

1. 返信を録音し、「#」キーを押します。

2. 次のオプションから選択します。

– 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

– 通常の配信でメッセージを送信するには「4」を押します。

– 優先度の高いメッセージとしてメッセージを送信するには「5」を押します。

– 別の Oracle Collaboration Suite ユーザーを返信の宛先に指定するには「7」を
押します。

注意注意注意注意 : 同じシステム上の別の Oracle Collaboration Suite ユーザーからの
メッセージに対してのみ返信できます。
ッセージを聞く 3-1



� メッセージを転送するには「4」を押します。

ボイスメール・メッセージを転送するには、次の手順を実行します。

1. 転送するメッセージとともに送信するメッセージを録音し、「#」キーを押します。

2. 次のオプションから選択します。

– 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

– メッセージに宛先を指定するには「2」を押します。

3. メッセージ転送先の Oracle Collaboration Suite ユーザーのメールボックス番号を入
力し、「#」キーを押します。

別の Oracle Collaboration Suite ユーザーをメッセージの宛先に指定するには「1」、
終了するには「2」を押します。

通常の配信でメッセージを送信するには「4」を押します。

優先度の高いメッセージとしてメッセージを送信するには「5」を押します。

� 他のオプションを選択するには「8」を押します。

他のオプションには、次のものがあります。

– ヘッダー情報を聞くには「1」を押します。ヘッダーに含まれている情報は、発信
元およびメッセージ受信時刻です。

– 最初のメニューに戻るには「8」を押します。

注意注意注意注意 : 同じシステム上の別の Oracle Collaboration Suite ユーザーに対して
のみメッセージを転送できます。

注意注意注意注意 : 完全な国際電話番号、またはシステムによって構成された短縮内線番
号を入力できます。
3-2　Oracle Collaboration Suite Oracle Voicemail & FAX 利用ガイド



新規ボイスメール・メッセージの送
4

新規ボイスメール・メッセージの送信新規ボイスメール・メッセージの送信新規ボイスメール・メッセージの送信新規ボイスメール・メッセージの送信

新規ボイスメール・メッセージを送信するには、メイン・メニューから、電話のキーパッド
の「4」を押し、次の手順を実行します。

1. メッセージを録音し、話し終わった後「#」キーを押します。

2. 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

� メッセージを再録音するには「1」を押します。

– メッセージを録音し、話し終わった後「#」キーを押します。

– 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

– メッセージに宛先の Oracle Collaboration Suite ユーザーを指定するには「2」
を押します。

� メッセージを受け入れるには「1」を押します。

3. 別の Oracle Collaboration Suite ユーザーをメッセージの宛先に指定するには「2」を押
します。

4. メッセージ送信先の Oracle Collaboration Suite ユーザーのメールボックス番号を入力
し、「#」キーを押します。

注意注意注意注意 : 同じシステム上の別の Oracle Collaboration Suite ユーザーに対して
のみメッセージを送信できます。

注意注意注意注意 : 完全な国際電話番号、またはシステムによって構成された短縮内線番
号を入力できます。
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新規メッセージの配信方法には、いくつかのオプションがあります。

� 録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

� 通常の配信でメッセージを送信するには「4」を押します。

� 優先度の高いメッセージとしてメッセージを送信するには「5」を押します。

� 別の Oracle Collaboration Suite ユーザーをメッセージの宛先に指定するには「7」
を押します。
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個人オプションの設
5

個人オプションの設定個人オプションの設定個人オプションの設定個人オプションの設定

図 5-1 に個人オプション・メニューを示します。個人オプション・メニューにアクセスする
には、電話のキーパッドの「5」を押します。図中、各ボックス内の番号またはアスタリス
ク（*）は、順に選択していく中で特定のオプションを選択する際に押すキーを示します。

個人オプション・メニューでは、様々な応答メッセージを録音したり、ボイスメールのパス
ワードを変更できます。

この項では、次の操作について説明します。

� 応答メッセージの設定

� ボイスメールのパスワードの変更
定 5-1



図図図図 5-1 個人オプション・メニュー個人オプション・メニュー個人オプション・メニュー個人オプション・メニュー

次の各項で、図 5-1 の詳細について説明します。
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ボイスメールのパスワードの変更
応答メッセージの設定応答メッセージの設定応答メッセージの設定応答メッセージの設定
発信者がボイスメール・アカウントに接続すると、個人の応答メッセージ、休暇通知用の応
答メッセージまたはデフォルトの応答メッセージと名前が再生されます。

ボイスメールの応答メッセージを設定するには、電話のキーパッドの「5」を押し、個人オ
プション・メニューに進みます。

1. 応答メッセージを録音するには「1」を押します。

� 応答メッセージを録音するには「1」を押し、「#」キーを押します。

� 休暇通知用の応答メッセージを録音するには「2」を押し、「#」キーを押します。

� 名前を録音するには「3」を押し、「#」キーを押します。

これらのオプションの後、録音した応答メッセージを確認するには「1」、応答メッ
セージを保存するには「2」を押します。

– 「1」を押して応答メッセージを確認した場合、応答メッセージを再録音するに
は「1」、応答メッセージを保存するには「2」を押します。

– 「2」を押して応答メッセージを保存した場合、応答メッセージを使用するには
「1」、前のメニューに戻るには「*」キーを押します。

2. 応答メッセージを使用するには「2」を押します。

� 個人応答メッセージを使用するには「1」を押します。

� 休暇通知用の応答メッセージを使用するには「2」を押します。

� 名前を含めたデフォルトの応答メッセージを使用するには「3」を押します。

ボイスメールのパスワードの変更ボイスメールのパスワードの変更ボイスメールのパスワードの変更ボイスメールのパスワードの変更
ボイスメールのパスワードを変更するには、電話のキーパッドの「5」を押して個人オプ
ション・メニューに進み、次の手順を実行します。

1. ボイスメールのパスワードを変更するには「3」を押します。

2. 電話のキーパッドを使用して新規パスワードを入力し、「#」キーを押します。

3. 新規パスワードを再入力し、「#」キーを押します。

4. 新規パスワードをコミットし、メイン・メニューに戻るには「1」を押します。

5. パスワードを取り消し、個人オプション・メニューに戻るには「*」を押します。

注意注意注意注意 : 応答メッセージを録音せず、名前を録音していない場合、デフォルト
の応答メッセージで電話番号が再生されます。
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ボイスメール・クイック・リファレン
6

ボイスメール・クイック・リファレンスボイスメール・クイック・リファレンスボイスメール・クイック・リファレンスボイスメール・クイック・リファレンス

この項では、このマニュアルの要約を示します。基本的なボイスメール機能のクイック・リ
ファレンスとして使用してください。
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ボイスメールへのアクセス
ボイスメールへのアクセスボイスメールへのアクセスボイスメールへのアクセスボイスメールへのアクセス
ボイスメールには内部または外部からアクセスできます。

� ボイスメールに内部内部内部内部からアクセスするには、電話の「メッセージ」「メッセージ」「メッセージ」「メッセージ」ボタンを押すか、
「____」（Oracle Collaboration Suite 管理者が指定した番号）をダイアルします。ボイスボイスボイスボイス
メールのパスワードメールのパスワードメールのパスワードメールのパスワード、続いて「#」キーを押します。

� ボイスメールに外部外部外部外部からアクセスするには、「(___) ___-____」（Oracle Collaboration 
Suite 管理者が指定した番号）をダイアルします。5 桁の内線番号桁の内線番号桁の内線番号桁の内線番号、続いて「#」キーを
押し、その後ボイスメールのパスワードボイスメールのパスワードボイスメールのパスワードボイスメールのパスワード、続いて「#」キーを押します。

ボイスメールの作業環境の設定ボイスメールの作業環境の設定ボイスメールの作業環境の設定ボイスメールの作業環境の設定

ボイスメールの応答メッセージの録音および使用ボイスメールの応答メッセージの録音および使用ボイスメールの応答メッセージの録音および使用ボイスメールの応答メッセージの録音および使用

ボイスメール・アカウントに対する発信者への応答メッセージを、自分で作成する個人応答
メッセージ、デフォルトのシステム応答メッセージ、または休暇通知用の応答メッセージの
中から選択できます。

1. 自分のボイスメール・アカウントにログインします。

2. 応答メッセージを設定応答メッセージを設定応答メッセージを設定応答メッセージを設定するには「5」を押します。

3. 応答メッセージを録音応答メッセージを録音応答メッセージを録音応答メッセージを録音するには「1」を押します。

4. 個人応答メッセージ個人応答メッセージ個人応答メッセージ個人応答メッセージを録音するには「1」、休暇通知用の応答メッセージ休暇通知用の応答メッセージ休暇通知用の応答メッセージ休暇通知用の応答メッセージを録音するには
「2」、名前名前名前名前を録音するには「3」を押します。

5. 応答メッセージを録音するには、受話器に向かってメッセージを吹き込み、完了した後
「#」キーを押します。応答メッセージを確認確認確認確認するには「1」、応答メッセージを保存保存保存保存する
には「2」を押します。録音した応答メッセージを使用使用使用使用するには「1」を押します。

ボイスメールのパスワードの変更ボイスメールのパスワードの変更ボイスメールのパスワードの変更ボイスメールのパスワードの変更

ボイスメールのアカウントには、7 ～ 12 桁のパスワードが必要です。

1. 自分のボイスメール・アカウントにログインします。

2. 他のオプションを変更他のオプションを変更他のオプションを変更他のオプションを変更するには「5」を押します。

3. パスワードを変更パスワードを変更パスワードを変更パスワードを変更するには「3」を押します。

4. 新規の 7 ～ 12 桁のパスワード、続いて「#」キーを押します。

5. 新規パスワードを再入力し、続いて「#」キーを押します。

6. 新規パスワードを保存新規パスワードを保存新規パスワードを保存新規パスワードを保存するには「1」、取り消し取り消し取り消し取り消してメイン・メニューに戻るには「*」を
押します。
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ボイスメールのナビゲーション・コマンド
ボイスメールのナビゲーション・コマンドボイスメールのナビゲーション・コマンドボイスメールのナビゲーション・コマンドボイスメールのナビゲーション・コマンド
メッセージ間をナビゲートするには、ボイスメールにログインし、次のコマンドを使用しま
す。

新規ボイスメール・メッセージを聞く新規ボイスメール・メッセージを聞く新規ボイスメール・メッセージを聞く新規ボイスメール・メッセージを聞くには「1」を押します。

保存済または以前に聞いたボイスメール・メッセージをもう一度聞く保存済または以前に聞いたボイスメール・メッセージをもう一度聞く保存済または以前に聞いたボイスメール・メッセージをもう一度聞く保存済または以前に聞いたボイスメール・メッセージをもう一度聞くには「3」を押します。

新規ボイスメール・メッセージを送信新規ボイスメール・メッセージを送信新規ボイスメール・メッセージを送信新規ボイスメール・メッセージを送信するには「4」を押します。

応答メッセージの設定、または他のオプションの変更応答メッセージの設定、または他のオプションの変更応答メッセージの設定、または他のオプションの変更応答メッセージの設定、または他のオプションの変更を行うには「5」を押します。

オペレータと話をするオペレータと話をするオペレータと話をするオペレータと話をするには「0」を押します。

メイン・メニューを繰り返すメイン・メニューを繰り返すメイン・メニューを繰り返すメイン・メニューを繰り返すには「9」を押します。

コールを終了コールを終了コールを終了コールを終了するには「*」を押します。

ボイスメール・メッセージのナビゲーションボイスメール・メッセージのナビゲーションボイスメール・メッセージのナビゲーションボイスメール・メッセージのナビゲーション

次のコマンドは、新規のメッセージおよび以前に聞いた（保存済）メッセージの両方に適用
されます。

メッセージの再生中、メッセージを削除メッセージを削除メッセージを削除メッセージを削除するには、任意の時点で「7」を押します。

次のメッセージを聞く次のメッセージを聞く次のメッセージを聞く次のメッセージを聞くには「1」を押します。

メッセージを繰り返すメッセージを繰り返すメッセージを繰り返すメッセージを繰り返すには「2」を押します。

同じ Oracle Collaboration Suite システム上の別のボイスメール・ユーザーが送信したメッメッメッメッ
セージに返信セージに返信セージに返信セージに返信するには「3」を押します。

同じ Oracle Collaboration Suite システム上の別のボイスメール・ユーザーにメッセージを転メッセージを転メッセージを転メッセージを転
送送送送するには「4」を押します。

メッセージをメッセージをメッセージをメッセージを 10 秒早送り秒早送り秒早送り秒早送りするには「5」を押します。

メッセージを最後まで早送りメッセージを最後まで早送りメッセージを最後まで早送りメッセージを最後まで早送りするには「6」を押します。

新規ボイスメール・メッセージの送信新規ボイスメール・メッセージの送信新規ボイスメール・メッセージの送信新規ボイスメール・メッセージの送信

次のコマンドは、同じ Oracle Collaboration Suite システム上の他のボイスメール・ユーザー
に新規のボイスメール・メッセージを送信するために使用します。

新規メッセージを送信新規メッセージを送信新規メッセージを送信新規メッセージを送信するには、ボイスメール・アカウントにログインして「4」を押し、
メッセージを録音します。

録音したメッセージを確認録音したメッセージを確認録音したメッセージを確認録音したメッセージを確認するには「1」を押します。

メッセージの宛先のボイスメール・ユーザーを指定メッセージの宛先のボイスメール・ユーザーを指定メッセージの宛先のボイスメール・ユーザーを指定メッセージの宛先のボイスメール・ユーザーを指定するには「2」を押します。

通常の優先度でメッセージを送信通常の優先度でメッセージを送信通常の優先度でメッセージを送信通常の優先度でメッセージを送信するには「4」を押します。

メッセージを優先度の高いメッセージとしてマーク付けメッセージを優先度の高いメッセージとしてマーク付けメッセージを優先度の高いメッセージとしてマーク付けメッセージを優先度の高いメッセージとしてマーク付けするには「5」を押します。
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